














一六日まで、全国大学史資料協議会二〇周年の総会・全国研究会が本学で開催されるのに合わせ、広島大学中央図書館一階地域・ 際交流プラザにて企画展「初代学長森戸辰男から見た『学問 自由』と『大学の自治』 」を開催した。筆者は、一〇月六日の全国大学史資料協議会総会において、企画展と同じ題目で講演を行った。
一、展示の企画　
平成一六（二〇〇四）年の国立大学法人化から十年が過ぎ、国立大



































あります。そのようななかであるからこそ、本展示では 広島大学初代学長森戸辰男先生を通じて、 「学問の自由」 と 大学 自治」について改めて問いかけることとしたいと思っております。
　「学問の自由」と「大学の自治」との関係について、初めて世間の注目を集めることとなった事件は、広島大学の初代学長森戸辰男先生
（以下、敬称略）を「被告」とする大正九（一九二〇）年の森戸事件であった。 「大学の自治」に関しては、東京帝国大学・京都帝国大学が「自治」の慣行を積み上げてきた先進的存在であった（同時期に京都大学大学文書館においても 「大学の自治」 をテーマとする企画展 「都帝国 の「大学自治」 」が開催され ） 。しかし、この問題を「象
― 86―
小池聖一　　企画展「初代学長森戸辰男から見た『学問の自由』と『大学の自治』」






































４． 」では、森戸文部大臣期に、 「学問の自由」は、当然のことのように日本憲法第二三条として盛り込まれた一方で、 「大学の自治」をめぐり学生運動が勃興しつつあることを説明した。 「５． 」では、横浜市所蔵森戸辰男関係文書に所収されている「幻」に終わった森戸の国会質問案を紹介した。森戸は、 「教育の中立性」を主張するにあたり、
「自治と自由を堅持する大学と教授会は、上からの圧力にたいしてと同様、横からまたは下からの圧力にたいしても、学問の自由を守るべき確信と勇気を持つべき」と述べている。　
そして「６． 」では、戦前、 「学問の自由」を守るべき大学が「大学




える一つの契機となればとの思いから企画した。 国立大学への要求は、少子化と財政難が理由であるが、自民党・小泉純一郎首相が「米百俵の精神」 （明治維新後の旧長岡藩が将来に向けて教育に投資した）を標榜していたこ も思い出してもらいたいものである。森戸辰男は、新渡戸稲造の意志を継ぎ、教育 機会均等を生涯の目標とし、外に開く学問を常に意識し 研究者であり教育者であった。その一端は 現在の広島大学西条キャンパスが権威主義的 塀と門 持たず、外に開かれていることにも表れている。この点については、今後、広島大学という場において改めて展示を企画したいと考え いる。なお 本展示の内容については、拙稿「学問の自由 大学 自治をめぐ 戦前と戦後」 （ 『日本歴史』 第七七二号 （平成二四年九月） ） 及び講演の記録 「森戸辰男における 学問の自由』 『大 の自治』 」 （ 『全国大学史資料協議会
　
研究叢書』第一九号（平成二九年一〇月発行予定）を参照い
ただければ幸いである。　
最後に、本企画展は、企画・パネル原稿作成・配置案等を筆者が担
当し、事務業務については石田雅春准教授が担当した。パネル作成・設営は中村工社 （株）に依頼した。担当の森岡緑氏にはお世話になった。ここに記して感謝する次第である
（
こいけ
　
せいいち
・広島大学文書館）
